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総社市市民提案型事業 

 

西郡地区の絆を推進する会 

西郡自治会、山手公民館西郡分館 

 吉備路の中心地に隣接した歴史ある地区 

 旧山陽道沿いの交通の要所であり、天満遺跡など、
古墳時代からの歴史遺産に恵まれた地区 

 福山合戦（城趾）、幸山城趾など、南北朝から戦国
時代にかけての戦略的要衝の地 
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西郡 

市役所 

福山 

旧山陽道 
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 岡山市、倉敷市へのアクセスが容易（高速道） 

 静かで暮らしやすい環境 

 教育環境の充実（保育園、幼稚園、小学校、中
学校、高等学校、県立大学、５ｋｍ以内） 

 

城根池 

 宅地開発の進展による新住民の急増 

 元気のよい子どもたちが目立つ活気ある地区への変貌 

 旧住民の高齢化の進行と一人暮らし世帯の増加 
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西郡地区は人口が急増 

山手地区（西郡） 
 

平成17年3月 
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世帯数の急激な増加 

西郡地区 
 

平成26年3月 
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平成28年6月 
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「西郡の歴史とくらし」の刊行（平成２７年度事
業） 

 （地域の歴史と伝統の次世代、新住民への継承） 

住民が必要とする地域情報の提供 

 （暮らしやすく、子供から高齢者まで安心して 

  生活できる地域づくり） 

住民が地域を知る機会の提供 

  （市民参加型事業の実施） 

将来の地域活動を担う人材の育成 

 

西郡 
自治会 

（絆をつくる会） 

山手 
地域づくり 
協議会 

社会福祉 
協議会 

地域を支
える各種 
活動 

地域活動と連携した活動 

山手地区全体の活性化 
地域福祉の向上 

生
涯
学
習 

見
守
り
活
動 

子
育
て 

子
育
て 

地踊り保存会、子供会等 地域を知る学習、生涯学習 

公民館 
活動 

（西郡分館） 
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「西郡の歴史とくらし」の発刊（平成26年～） 

A4版フルカラー全24ページ 

 （地域の歴史と伝統の次世代、新住民への継承） 

住民が地域を知る機会の提供 

  （市民参加型事業の実施） 

住民が必要とする地域情報の提供 

 （暮らしやすく、子供から高齢者まで安心して 

  生活できる地域づくり） 

将来の地域活動を担う人材の育成 

 

山陽新聞（平成28年1月13日） 
倉敷・総社版 

地域の皆様の理解（地域情報の発信） 
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１ 西郡地区の沿革と由来 

３ 古代の郷土 ６ 江戸時代の西郡 
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7 西郡の神様・仏様（伝統行事） 

 「西郡の歴史とくらし」の発刊（平成26年～） 
 

住民が地域を知る機会の提供 

  ※ 市民参加型事業の実施 

  ※ 公民館活動との連携 
 

住民が必要とする地域情報の提供 

 （暮らしやすく、子供から高齢者まで安心して 

  生活できる地域づくり） 

将来の地域活動を担う人材の育成 
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公民館活動と連携した 

市民参加型事業の開催（約１，６００名が参加） 

平成27年度地域の絆づくり推進事業 市民参加型事業の実施状況 

  

月 日時 行 事 名 場 所 内  容 

７月 5日（日） 歴史ウオーキング 西郡の旧跡 日野浦先生とともみ西郡地区に残る歴史遺産を探方しました。 

７月 18日（土） 伝承昔遊び 公正館 西郡の歴史を学んだ後、昔からの遊びやおやつを楽しみました。 

７月 19日（日） 木野山様子供みこし 木野山様 西郡地区に古くから残る木野山様の子供みこしを行いました。 

８月 14日（金） 西郡地踊り  公正館 伝統ある地踊りと打ち上げ花火を地区民全員で楽しみました。 

８月 23日（日） 防災講演会 公民館 ６名の専門家を講師として、３２０名を超える住民が防災の知識を深めました。 

９月 20日（日） 子供相撲 牛神様 地区に伝承されている子供相撲に50名を超える子どもたちが参加しました。 

１０月 11日（日） 子供みこし 公正館集合 秋祭りにあわせて地区の子どもたち全員が西郡地区をくまなく行幸しました。 

１１月 15日（日） 料理教室（祭りずし） 山手公民館 地区のベテラン主婦を講師に、地区に伝わる祭りずしづくりを楽しみました。 

１２月 20日（日） お飾りづくり 公正館 地区民が持ち寄った青田刈り稲藁を材料に長老からお飾りづくりを学びました。 

１月 10日（日） とんど祭り 公正館 お飾り等を供養し、餅つき、ぜんざい、焼き芋づくり等で新年を祝いました。 

２月 26日（土） 
『西郡の歴史とくらし』
記念講話 

公正館 外部からお招きした専門家と日野浦先生から、西郡地区の歴史を学んだ。 

市民参加による地域の活性化 
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防災講演会の開催 

 ３２０名を超える住民の皆様に参集していただき、
防災訓練も実施することができました。 
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講演の後、パネルディスカッションを開催 
  

 岡山理科大学特認教授 野上 祐作 先生を座長に、講演者の京都大学名
誉教授 奥田 節夫 先生、岡山大学大学院教授 西村 伸一 先生、岡山県立
大学講師 齋藤 美絵子 先生 の他、総社市から危機管理室 小池 初男 室長、
消防本部警防課 上野 伸司 課長に加わっていただき、白熱した議論が行わ
れました。 

防災講演会では、多くの子どもたちも
参加して、防災訓練も実施しました。 

山手公民館 
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歴史ウオーキングの開催 

ウオーキングに先立ち実施した歴史講座 
 

天満遺跡を訪ねる 

総社市市民提案型事業ホームページへの掲載 

公民館活動、地域の伝統行事との連携 

昔あそびを楽しもう 

子供相撲 

祭りずしの伝承 

とんど祭り 
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市民参加型事業の開催 
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 「西郡の歴史とくらし」の発刊（平成26年～） 

住民が地域を知る機会の提供 

  （市民参加型事業の実施） 

 

住民が必要とする地域情報の提供 

 ※  暮らしやすく、子供から高齢者まで 

       安心して生活できる地域づくり 

 

将来の地域活動を担う人材の育成 
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住民広報の充実 
定期ニュースの検討 

住民広報の充実  年間行事予定表の配布 
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地域には豊富な人材が揃っている。 

様々な組織存在し、活発に活動している。 

 しかし、各組織が連携して活動できる場がない。 

昨年度の活動で得られた住民の『絆』を大切に 

各組織が情報交換し、協働して活動できる場をつ
くる必要がある。 

地域の諸団体が協働して事業を企画・実施でき
る組織が必要  →  『絆塾』の創生 

絆塾

住民が協働できる『絆塾』の創生 → 人材育成 

 『西郡の歴史とくらし』を活用した様々な市民参加
型事業の開催 

 インターネット、情報誌等を活用した住民広報の
充実 

新住民や若い世帯が求める情報をまとめた『西郡
の歴史とくらし』（くらし編）の発刊 

自治会及び西郡共有の法人格取得と福山、幸山
などの共有地の保全と活用 
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絆塾 
（絆を推進する会） 

西郡 
自治会 

西郡共有 

地域を支える
諸団体 

連携した地域活動 

地域環境の保全 

地
域
学
習 

地
域
の
保
全 

子供会、福祉委員会等 地域を知る学習、生涯学習 

協働 
公民館 
活動 

（西郡分館） 

 板野 誠     山手公民館西郡分館長、元自治会長 【会長】 

 劒持 英二   元自治会長、元共有総代長 【副会長】 

 劒持 堅志   前自治会長、元共有総代長 、医博 【事務局長】 

 劒持 亨     やまて虹の会（十日町市・やまて友好交流支援）幹事 

 酒井 浩恵   山手小学校ＰＴＡ会長、子供会会員 

 塚原 紗耶  （独）国立病院機構医師、子供会会員 

 新谷 修      山手公民館西郡分館主事 【副会長】 

 日野浦 弘幸 元総社市教育委員会文化課職員、元山手公民館長 

 守安 勝己   元西郡共有総代長 

 劒持 郁夫   西郡自治会長 

 阿部 英志   西郡自治会山手地域づくり協議会担当副会長 

 前田 一樹   西郡共有総代長 
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絆塾 

市民参加
型事業部

会 

広報・情報
部会 

西郡 
自治会 

共有地保全・
活用部会 

西郡 
共有 

協働して考える 
場の提供 

法人化の検討 法人化の検討 

部会の設置 

オフトークに代わる広報手段の提供 

ホームページ、ソーシャルネットワーク、定期
ニュースの発刊、広報掲示板の充実等 

  ※ 地域情報を蓄積できることが重要 

    ※ 住民自らが研究し、運営できる態勢 

新住民や若い世帯が必要としている地域情報、
年間行事等をまとめた『西郡の歴史とくらし』（く
らし編）の発刊 

ネットワーク（IT）に依存しない広報も充実 

  定期ニュースの発刊、広報掲示板の充実等 
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西郡の住み心地、印象等の把握 

市民参加型事業に対する要望の
把握 

「西郡の歴史とくらし」（くらし編）
に対するニーズの把握 

IT等を活用した情報提供に対す
るニーズの把握 

 

福
山
の
歴
史
と
自
然
を
学
び
、 

 

植
物
の
名
前
を
知
ろ
う 

 
    

平
成
28
年
5
月
22
（日
） 
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元気な親子は地域の力 

地域に住む人材の起用 
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地域住民が安心して暮らせる地域づくり 

 

地域の歴史、伝統を新世代に如何に継承するか 

 

新住民や若い世代が求めるニーズの把握と対応 

 

将来の地域を支える人材の育成 

  （活動の実践と経験の蓄積） 

将来を見据えた組織づくり（永続性の確保） 


